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6月から４名の方がえーる油山で
勤務することになりました。
どうぞよろしくお願いいたします♪

○髙宮沙織 ○宮田浩二

○小柳憲宜 ○重 汀

じゃがいもの収穫を行い、保護
者に販売しました。「ほくほくし
てて美味しかったよ～」と感想を
いただきました♬じゃがいも収穫
のあとには、さつまいもや、枝豆
の植え付けもしています。秋頃に
は収穫できるように皆で水やり頑
張っています。

畑作業頑張ってます♪

多機能型障がい福祉サービス事業所 えーる油山
（管理者 佐々木篤・発行者 竹下真子）
福岡市城南区東油山1丁目６－３９
ＴＥＬ092-834-8900／ＦＡＸ092-834-8910
Ｅ-mail:e-ru@sage.ocn.ne.jp
https://www.facebook.com/ashinoie/

施設長トーク 「エール飯」という興味深い事業！

（仲間 三浦倫史）

仲間ちゃんねる ～自粛期間について～

多機能型障がい福祉サービス事業所 えーる油山 管理者 佐々木篤

（支援員 松岡）

７月の予定

４月と５月は自宅待機でした。家ではフェルトなど、施設にいる時と
変わらないように動きました。待機が明けて久々に来ると、施設にい
ることが気持ちよく感じました。

「出前」には憧れに近い感情を我々世代は持っている。「店
屋物」ともいう。
古い映画を見ていると、家の主人が客に出前料理を供する際に
「店屋物ですまないな、食ってってくれ」という。「え、出前
なのになぜ詫びるのかいな」と不思議だった。
前号でも触れたが、コロナ禍であるがゆえに「エール飯」と

いう興味深い事業に接することができた。いくつかの発見が
あった。一つは町の日常の生活の中に埋もれていた飲食業に光
が当たったこと。二つ目は飲食店で当たり前のように食べてい
た料理にプロの技と創意工夫が潜んでいることに気付かされた
こと。職人魂をもった飲食店が町に確実に存在しているという
発見も新鮮だった。三つ目は「エール飯事業」を進めるに際し
て、町の優れた人材がその力を遺憾なく発揮し、表舞台に登場
させ浸透させたこと。最大の驚きでありうれしい発見だった。
写真撮影を本業とする職人の美味しさ満点の料理写真を添えて
の発信、役場観光産業課・まちづくり課の本気の支えも素晴ら
しいと感じた。多くの町が横並びした事業だが、町の潜在力や
可能性を知ることができた。飽食の子どもたちも目を輝かせ、
豊かな思い出となる町の飲食業が町のあちこちに店舗を構える
きっかけになればと思った。

「今月の一枚」ということで、
仲間の創作作品を掲載します！
今月は…

浦川隆史さん
『 ナイルワニ 』

新しい職員の皆さん

たかみやさおり みやたこうじ

こやなぎよしのり しげなぎさ

※ハローデイ・ボンラパス各店舗でのバザーは、
新型コロナウィルス感染拡大防止のため、実施を
見合わせることとなりました。次回の実施につい
ては、決まり次第お知らせしたいと思います。


